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社会や道具にシームレスに溶け込む着脱自在なロボットハンド型アバター

下林秀輝 (代表・東京大学博士2年)

佐々木智也 (東京理科大助教)
既存の社会や道具に自然に溶け込む、ロボットハンドの新たな形
・ヒューマノイドロボットは、物理的なサイズから狭小空間への導入が難しい。

・ロボットの手先を本体から分離し、独立して自立歩行・移動させることで様々な環境に適合。

・ヒトの手と同等サイズに駆動系をすべて内蔵し、高度で精緻なタスク実行を実現。

「面白い」技術から「日常的に使いたい」と思ってもらえる技術へ
・技術面：常用に耐えうるハードウェアが必要、タスクの幅もさらに拡張が求められる

・ビジネス面：ペインポイントの特定と顧客価値の先鋭化、知財ポートフォリオの構築

コンセプトを超えて、実際の価値を探し求めるフェーズに移行
・コンセプトの価値は実証済：SIGGRAPH 聴衆賞、アジアデジタルアート大賞優秀賞

・専門家ヒアリングを経て、より実用的なハードウェアへと進化させ、適用範囲拡大につなげる

・ユーザヒアリングにより、もっともペインを感じている顧客像を把握し、課題を解決
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